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33年度においてほ有線通†さ摘汀『ではクロスバ交操方式

の標準化の推進とクロスバ交換機に用いられるワイヤス

プリングリレー,リードリレーなど機器の生産の催立が

行われた｡電電公社の蕨局ほクロスバ~方式の2,000回線

の局であるが33年6月に開局され好成績で運転されてい

る｡引き続いて今村局,西条局などの交換機が納入され

た｡また国鉄,電力会社,証券会社などにPBX用とし

てクロスバ交換機が納入され好調に 転されている(〕交

換機としてはクロスバにつづいて電子交換機が研究され

ているがパラメトロンを用いた小日動交換機およひ帯域

時間登算 公社の試作品とLて納入された｡一

方現行のストロージャ交換機もたゆまざる改良研究が行

われて効果をあげている亡.

トランジスタの発展は通イ.iを含む′温千は用機器せ大き

く変貌しつつある=ノ33年度においてほこのトランジスタ

化の大きい動きが各部門にわたって行われた｣.搬送装置

においてほ通信線搬送,電力線搬送にわたりトランジス

タ化が進められた.｡無線機においても高周波トランジス

タの開発に作って受H機のトランジスタ化が清常に行来

れた｡

超短波FM無税機忙おける150Mc帯の40kc,60Mc

帯の30kcセバレーション方式による一過の新関咤はす

べて完成して実用にほいっている｡

民間テレビ局の開局が盛んになるに従い11Gc,13Gc

帯の中継チャンネルが追加されたが33年度においてほ

3,500Mc,7,000MellGc,13GcなどのSTl)ンク.

フィールドピックアップなどを完成潮入した.,

アナログ電気計算機についてほ32年度に引き続いて大

度のものおよび非線形要素のものおよび甲能用途

用の特殊のもの多くを納入した｡.

ディジタルコンピュータについてほ以前よりパラメト

ロン計算機を日立製作所中央研究所で研究を行いすで

に第一号機HIPAC-Llを完成L･実地計算に効果をあげ

ている｡これに引き続いて改良を加えたHIPAC-101お

よびトランジスタを演算 予としたHITAC--301などを

首下製作中である.｣これらアナログ,デジイタル電気計

算機は自動制御用,オートメーション用,計算用にある

いは事務の合玉里イヒの分野に限りない使命が控えているの

である｡

8.1電話機および交換機

昭和33年ほクロスバ交換機についていえは,カ式上の

標準確立の年であり,機器の生産態勢整備の年であっ

た｡ 言 を変えていえば性能安定および価格低減の時期

第1図 HC-6共電式電話機(輪日用)

に当ったともいえる｡

したがって日本電左‡電話公社からも後述のように各種

のクロスバ交換機の標準設計について要望があり,日立

製作所もこれに協力した｡

またストロージャ式｢l動交換機および宅内装置忙つい

ての改良に関しても種々の関越が提起され,この検討も

終につきはじめているく｡丁†i外J~l-jの新装置が次々と出てく

るのも今後の電話事業発展の方向を示唆するものと思

う｡､

パラメトロンを利川した交換機もついに登場したが,

第一一一段階としてとりあげられる半電子式にしても,その

実用化にほなお和さ-･1の時間と努力を必要とすることほ認

識し.なければならないeそのほか5け市外台,各櫨指令

台,ディレクタなどもこの期間中に納入し,良好に使属

されている｡

8.1.1電 話 機

電話機の最近の技術的動向を考えると,次に分煩Lた

ように,従来の電話機というものの概念を変えねばなら

ぬほど非常に広範囲にわたり,かつ高度のものが実用化

される動きにある.｡日立製作所では,これらについてた

えず研究開発につとめ,着々成果をあげている｡すなわ

ち4号形卓上壁掛形とも故新の技術を採り入れた合理

化設計を終り,面目を一新した内容で安定した量産を行

っている｡.なお,輸～-1==電話機もすでに紹介したHA-5

自動式,HC-5共電式 話機に一部改良 夏を行い,晶

汽の安定凋上をはかったほか,さらに徹底した経済設計

により内容をあらためた二HA-6日動式,HC-6共電式

電話機を試作した｡そのほか共同加入方式に使用する電

話機として,さきに紹介した4甘車上形2共同,4共同

ならびに10共同周のほか,新しく4号壁掛形自動式2共

､一一~-宣こ､
第2園 庭数計試験用送受器
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話機を製作した｡これは4号壁掛電話機を原設計と

し,特殊ダイヤルの使用および回路の変更により,従

の共1~ト日加入話機に加入者別の通話度数登算機能を付与

したものである｡このほかクロスバ交換砧こおける保守

者∩~jとして,度数計の動作試験に用いる新形の専用試験

送受器を完成した｡

昨年度新たに製品化した有線放送電

方

装置ほ,その後

機器全数にわたり改良検討を加え,この種装置の決

定版ともいうべき数々の特長を備えたものを完成した｡

特に需要者の経済的生衝こ広範岡のつながりをもつ性格

の機器として,その品質に重点を置いたほか,取扱上電

話交換操作に手数のかからぬようにし,また加入者ほ送

受器をとりあげるだけで,ほかにいっさい複雑な扱い方

を要求しないですむように考 してあるしノそのほか,加

入者が放送中に送受器をとった場合の機器や耳の保護措

置,送受器外し加入者のある場合の警告措置,夜間送受

器外しや線路障害があっても,本部のベルが鳴り切りに

ならぬ措置など全般にわたってゆきとどいた考慮を払っ

てある｡電話機ほ卓上形,壁掛形のほか,箱形,スピー

カ分離形などをも 作L,量産力式による大幅な原佃低

滅を実施しえた｡最近この優秀性が認められ,その進H

ほまことにめざましいものがある｡

8･】･2 クロスバ交換機

昭和33年皮は局川クロスバ交換機の各穐カ 実定

､
‥
･
‥カ

m化され,リレーもワイヤスプリング化されて,クロス

バ交換力式の今後の発展を一予告した年であった｡日立製

作所においては,次に述べる各局機器を納入したほか,

新らしいワイヤスプリングリレーとして従来の-一般川

WA形ワイヤスプリングリレーの接点バネ組を?†三分にわ

け,これを2偶のコイルによって独立Lた2個のリレー

として使周するWK形ワイヤスプリングリレーを開発し

た｡またクロスバスイッチ,ワイヤスプリングリレー,

リードリレー,柑橘リレーその他クロスバ交換機用関都

に対し,生産合理化と,コードの標準化に努力を続けた

結束,さらに性能ほ安定化し,経済的に製作されるよう

になった｡

(1)局用クロスバ交換機

まず前年来 作を続けていた薇局クロスバ交換機

(容量3,000回線実装1,800回線)が俊秀な成 をもっ

て開局した.｡これほラインファインダファイナルセレ

クタ段階とセレクタ段階を有する部分共通制御方式ク

ロスバ交換機であって,使用部品ほすべて斬新な小形

部品を使川している｡次いでラインファインダファイ

ナルセレクタをC-4形,セレクタを C-5形と呼ぶ

ように呼称を統一し,さらに改良を加えて,西条局用

クロスバ交換機(容量3,000回線,実装1,400回線)を

完成した｡
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第41巻 第

第3図 蕨局クロスバ交換機の一部

第4区 C-1形クロスバ交換機(試作)

次に今村局(愛知県)用交換機として揮策400回線,

実装300回線の交換機をできるだけ安佃で安定にとい

う条件で設計製作し,その上l自勺を遂げたが部品はもち

ろんその回路方式もあらゆる∴＼-二で新規なもので,きわ

めて小形であって,C-2形という名称を付され,1,000

回線程度までの完全無人局に使用されることになっ

た.｡方式ほ共通制御である｡

さらに′J､容量クロスバとして,谷構100‥-1線,実装40

回線の交換機の 作を依頼されて完成したが,これは

完全無人局用小口動交換機としてC-1形という名称を

付され,村落用小白動その他にきわめて川途の広いも

のとして嘱望されている(｡

以Lのように着々と局用標準交換機ほ整備されてい

るので,各地にクロスバ局が建設される日も近いと信

ぜられる｡
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第5図 日本国有鉄道五稜郭駅クロスバ交換機の･部

第6図 WK形ワイヤスプリングリレー(左)

右は-一一般用WA形ワイヤスプリングリレー

(2)PBXクロスバ交換機

33年3月日本国有鉄道克稜郭別納入の400同線クロ

スぺ交換機(実装320回線)が閑適して,非常に好調に

転を続けている｡

この交換機は日本r~1]有鉄道における鉄道通f.‡近代化

の一一段としてのクロスバ方式の導入に対する1り一機で

ある｡

この五稜郭柚よ現~作製作中の800回線クロスバノミ函

館中心局の端局として,今度新に制定された番け計画

に基いており,保′手形式については函鮒局の無人従′‖)

であり,障害転送装組まもちろん障害記録装閏も有し

ている｡制御方式は全共通方式であー),また加入者,

中継線の呼数およびトラフィックを群ごともしくほ個

別に測定可能にし,粕こトラフィック管矧こ息を川い

てある｡

リレーはワイヤスプリングリレー,リードリレーを,

クロスバスイッチは最新際準形を使用している｡

これらの機器の近代化とともに,前記方式上の特長

も相まって,いよいよ本格的なPBXクロスバ交換機

が目視した感が深い｡

8.1.3 ストロージャ交換横

磯据の改良,長:寿命化には不断の努力を続けており,

その結果として,上井回転スイッチに対してほノーマ

ルブラケットをナイロン化することにより 命を倍加

したほか,バンク摩耗を改書するため電気通信研究所

の御指導のもとにワイパスプリングの先端に貴金属を

はり合せたAPワイパ(Ag95%+Pd5%)とAIワイパ

(Ag82%+In18%)を開発した｡これにより寿命が

約2倍になると同時l･･こバンク端子の摩耗が約1/20に減

少し保守を_著しく群易にすることができるようになっ

た｡そのほかラインファインダユニットのラインリレ

ーとカットオフ･リレーの機能を1個のリレーで果す

ことのできるES形リレーを開発した｡

(1) 6り･C形ラインファインダユニット

さきにトB ラインファインダを改良したラインフ

7インダを日本電=電話公社の御指導により開発した

が,このたびこれらのスイッチを堵載する新形ライン

フ7インダユニットを開発し,木曽川および瀬戸の答

電話月へ納入した⊃

ラインファインダユニットとは塔 したラインプア

インダスイッチと相まって,200回線の加入者線を収

#して,これを16ないし20個のセレクタに接続する

日動交換襲置である｡

6り▲C形は従来品に比較して,400個の加入者継電

器を200個とし,ユニット重量150kgを100kg へ

横幅を2,353mm より1,750mmに締少させ,また

動作安全率についても従来の2倍程度の大幅の改善を

行ったものであるっ

すなわち,加入者l‖1路ほ従 の2偶の平形リレーを

さきにのべたES形リレー1個で可能なように画期的

設計をおこなったものである｡これにより動作安全

も前述のように改~汚され,､jう去も桁少されたが,さら

に鉄枠構造をアングル材から鉄板加口二に攻めることに

より人幅の竜一:封酎成を待ったものである｡.

第7図 6弓一CHライソファインダユニット
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第8図 SATT装置

の一部

第9図 簡易自動交換装置

の局外装置

(2)SATT装置

SATT装置の第一次試作を昭和30年に行ったが,今

回日本電信電話公社より,A形日動交換機の三製造会

社に対して,SATT装置の試作発ほが行われ R立製

作所も試作品む完成納入Lたし現在東京市外局で実地

試験が行われている｡

近距鰍市外通話が,ZZZにより加入者が直接ダイ

ヤルできるよう日勤即時化され,非常に便利になった

が,SATT(Strowger Automatic TollTicketing)

装熟ま,遠距離欄外通話の交換証を日動的に作成して.

自動即時化を行おうとするものであるし

(3)簡易自動交換装置

さきに,′J､形クロスノミスイッチを依田した, 線装

置の試作を行ったが,これをさらに-一歩前進させ,ト

ランジスタ搬送を組合せ土簡易日動交換機の試作を完

了した.｡

線装~饉とほ,住宅電話などのように 比較的呼量

の少ない加入者を,これらの舞集他の中心に設けた局

外装~掛こ収袴して,線路を共卿ヒLて電話局へ導いた

ものである｡

このようにすれば,48回線の加入者繰ほ,8回線程

度に集約され,その差の分だけ線路費が節約されるが,

簡易自動交換機でほ,この共用の連絡中継線を実回線

1対にして,通話路ほ,トランジスタ搬送で構成し,

さらに線路費の節約をほかったものである｡

実回線ほ,局外装置の電池の充

も使用される｡

周フィーダとして

このようなものであるので,電話局より遠い部落の

一加入者の線路を利用して,本装置を設備するだけで,

第41巻 第1号

I≡･･･ミ‥∵･･･tごさ`二第10同 資金属接点ワイパ

第11図 ES 形リ

48回線の加入者を普通加入者とほとんどかわらないサ

ービスで,収容することが=J能である｡

ゆえに電話局より遠隔の農L_U漁村の加入者を収容す

る喝合,もしくほ,小交換局の 務を最寄の局に併合

する場合,分工場の加入者を親工場と同

■場合など,有利に使用できると考える｡
8.l.4 交換轢の電子化

に収容する

クロスバ交換装置ほ共通制御回路と通話路部分とに

二大別できる｡その共通制御同路のみ,あるいほ共通

制御い]l路と通話路部分とを電子装置で構成しようとす

る試みが,現在各国でなされているし 前者ほ半電子式,

後者ほ全電子式といわれる方式である｡.このように電

話交換襲眉の一増l;分,あるいほ全体を電二♪化すること

によr),装置の動作速度が速くなり,したがって共通

制御回路の数を少なくすることができる｡また,時分

割方式の採川が容易になるので機船数が少なくてす

み,′ト形化が可能になる｡.さらに機器の寿命がリレー

に比し非常に長いなどの利点があるこ

今般,日立 作所では,日本電信電話公社の御指導

により,パラメトロンを論理素子とする半電子式の電

話交換装置および帯域時間登算装置を

にその大略について述べる｡

(1)電話交換装置

本装置はパラメトロンを論理

作Lた｡ここ

子とし,クロスバス

イソチを通話路とする半電子式の電話交換装置であ

る｡本装置の 理演算部分と各種信号変換部分(直流

こパラメトロン信号)を弟12図に示す｡収容回線数

ほ容量120, 装100,うち二共同加入者8回線を含

む｡接続ほ二段接続方式を採屈して,中継線装置の数
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第12図 半電子式電話交換装置の

制御装置柴および変換装置架

第13国 半電子式帯域時間

登算装置のレジスタ架

ほ37であるっ親局装置との間ほ,両方向トランクによ

り13の中継線を有し,これほ必要により14にもなしう

る.｡また,障害転送,矧~句試験の機能も有する･⊃その

ほか,本装置の特色をあげる〕

(a)時分割方 を数箇所に採用している.｡

(b)中継線装置の通話路以外の論理動作ほ-一一部パラ

メトロン回路で行う.｡

(c)パラメトロン†音符を何滴宥沃▲に変換するのに】､

ランジスタを使用している=,

(d)接続所要時間は,同程度のクロス 置の約1包

である〕

接続所要時間のプ(吾に分ほ,リレー,クロスバスイッ

チなどの動作に要する時間であり,電話交換装置を電

子化する場合の,今後の万針なホすものである-,

(2)帯域時間登算装閏

本装置は対A形H‖の2数イ闇別~･1J能な苗域時間蔑

算装置である二.本装~繹のうちr~ト継線 腔ほワイヤスフ

リングリレーを使用し,レジスタ,トランスレータ

は,論珊素子としてパラノ1､ロンを,また記憶装苫に

ほ2周波法によるコ7･メモリを使用しているL_つ

中継繰装置の収容い洞泉数ほ容量60,尖装30であJ),

この中継線装;罠を制御するレジスタは時分割力式を採

用している｡本装置のレジスタ部分を第13図に~示すr〕

次に本装~躍の特長なあ･:十る_.

(a)制御部分であるレジスタに2周波メモリを採用

し中継線装一置60回線に対して時分割制御を行う_′

(b)パラメトロン甘弓せ血流f▲;利こ変換するのにト

ランジスタを使川しているしJ

(c)従来は時計により得ていた時間信号を,パラメ

トロンの計数回路からの信号で得ている｡

第14図 TR-301形3通

話路搬送電話中継装置

(d)1個の中継繰装置当りのリレー数は,従

置の継電器数の約1r′主になる｡

の装

8.2 壬般送通信磯

今期における搬送通‖機の大きな進頻よ,通信線搬送,

電~ノ｣線搬送ともにトランジスタ化が広く行われたことで

あり,将来ともますますトランジスタ化の方向に進むも

のと思わ右る｡

搬送は用の装置も行方‡面に1†れ､られ,遠方制幸弘 自動

凋御,遠隔測定など完全なオートメーションの方向に進

んできた｡

8.2.1通信線搬送電話装置

通信凋トランジスタの開発により搬送

スタが便甘されてから約2年になるが,現

i勘こトランジ

通精練臓送

装荷のほとんど全機穐がトランジスタ化され,

に入っている二､′J､形軽石ミニを主眼とした簡易装置のみなら

す長租離主要回縦の多重端局装置,小継装置もトランジ
■

11

虹,

タ化きれ従来の真空管せ叔昭した装~掛こ比べて小形軽

保守の容易,一班着電ほの簡射ヒなどの持去を発揮し

ている二.その代表的登穫を舞1表iこ′長す｡

将にTR-301形中継装ぶほ裸絞または搬送ケーブル

(二左 本体, 石 付属電池箱)

第15図 BT-121形1通話路搬送電話装置



62 昭和34年1月 日 立 評 第41巻 第1号

を使用した3通話路搬送電話回線の通話電 を中継増幅

して長距離搬送回線の安定度を高め,かつ良好な通話を

行うために使用する中継機であり,周波数配列ほ低裸搬

∵
∴
卜
∴
.
+
一

第16図 PJ-27形

電力線搬送装置

および高裸搬の標準配列の各

形式に適用できるようになっ

ている｡保す才ほきわめて簡易

化されているので,電源消費

の低減と相まって,中継局の

無人化が容易になっている｡

8･2･2 電力線搬送電話

装置

電力線搬送電話装置として

は,トランジスタ化装置が相

次いで完成した｡

電力線搬送装置は,その伝

送路としての送電線の性質

上,搬送波は50～450kc の

高周波であること,および大

川力であることを要求される

が,日立製作所における新形

トランジスタの開発は,これ

らの問題点を逐次解決し,電力線搬送装置の分野にもト

ランジスタ時代来るの感を抱かせた｡

トランジスタは真空管に比べて,小形であり,所要電

力が僅少であるなどの利点を有し,単に従来の装置の真

空管をトランジスタで置き代えることによっても,

ろん利点ほ得られるのであるが,さらに,

もち

カ命寿のそ

永久的であり,ほとんど保守の必要がないという特質は,

末端回線の搬送化遠隔監視制御装置の搬送化など新し

い分野の開拓をもたらした｡

以下代表的な例として,T-3形,PH-29形,PJ-27形

の各搬送 置についてその概要を弟2表に示す｡

特にPJ-27形電力線搬送装置ほ遠隔制御監視用の電信

路と 話1通話路と共有する電力線搬送端局装置であ

り,給電指令所･発変電所問などに施設して,発変電開

閉所の遠隔制御監視および給 専用通話を確保するため

の装置である･｡したがって,装置の安定確実な動作を第

一の条件として設計された｡

最終段増幅器を除くすべての回路がトランジスタ化さ

れ,また電源にはすべてセレン整流器を用いることによ

り,真空管劣イヒによる事故は極度に減少された｡また,

トランジスタ化により所要電力も著しく減少し,その結

無変調時十15dbm/CH

信 号

真空管およびトランジスタ

搬送波断続トールダイヤル

全トランジスタ

無変調時+25dbm相当

45db

±10dbに対し20%

300～2,300c/s

電話+20dbm/CH

■花信+30dbm/総

30db

合

Il昌dbに対し3略
電話 300～2,000c/s
電信300～2,400c/s

電話CI†のみ看

帯域外1周波(2,350c/s)トールダイヤル

送信増幅器 6CA7 およぴ19RLLl
そ の 他 トランジスタ
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巣,予備電源装置などの付帯設備が簡単になり経済化さ

れた｡

8.2.3 搬送応用装置

近年ますます興隆しつつある自動制御,遠方監視制御

装置の伝送系として搬 応用装~置は,電力系を始めとし

て各方面に低目-ほれてきた｡特に電力系でほ,現在まで

一応,電話回線網が完成し,次に各種データー伝送をす

信回線網を構成する段階となった｡日立製作所で

は,かねてよりこの種一戸一言をiり伝送装置を製作してきたが,

33年はこれを全斗ランジスタ化し各方亡帥こ応用Lて,そ

の桔掛性と経済性を遺憾なく実証Lた｡㌻搬送応用装置と

して,各種遠方監視倒閣装置,電力系の日動制御用伝送

装置,搬送保護継電器装置,搬送電化装置など製作して

いるが,33年完成された主な装掛こ,BS-1形,MS-501

形,各遠方監視制御装置,CD-1形ダム放流警報装鍔,

NS′1形信号伝送 置などがある｡

(1)BS-1形 遠方監視制御装置

本装繹ほ,ヰとして触人発電所の遠方制御用で綬路

損失45db以下の裸線に

本装置は,三

す田厄

県庁宮川第1,第2発電所問に納入

し優秀な成績で運転している∪

(2)MS-502形 遠~方監視制御

本装置は,L一句際回線に佐川される国際電信電話株

会社の全波形無線受イ言機10台を制御するため特に設計

された｡制御項目ほ,無線機の選択,電源の接斯から

約百程ありこれらの制御を制御阜の電腰で継電器群に

おいて二桁の符一別こ変換し,さらに5周波のトーンチ

ャンネルで符号伝送しチェックバック方式により制御

を行う｡一方,無線受f.:i機の状態表示とLて,AFCお

よびAVCを位相変調方 を使用したほかのチャンネ

ルで切り携え監視する｡また受信周波数のレンジ切り

換えの上にさらに,正常なAFC動作をさせるため,

制御卓で操作してリニヤな電圧を与えている｡木装眉

の継電箸別ま最新のワイヤスプリングリレー,リードリ

レーを使用し,伝送部ほ,トランジスタによっている｡

第19図 CD-1形ダム放流装置親局

第17図 MS-502形遠方監視制御装置制御卓

】.叫･･‥ぺ

｢
∴
ヂ
､
､

叫

第18図 MS-502形遠方監視制御装置

(左より無人局搬送架,無人局継電器

架,制御局継電器架,制御局搬送架)

(3)CD--▼1形ダム放流警報装置

豊水期におけるダムの余剰水量を放流するに際して

下流水域で仕~車中の住民に

危険を及ほすことが少なく

ない｡本装置はかかる災害

l彷止として,放流後適切な

時間に各地点にサイレン警

報を発する目的で,電源開

発株式会社佐久間ダム天竜

川流域に設置された｡本装

置は,最上流の親局と中間

子局16箇所からなり,親局

のあらかじめ設定されたプ

ログラムにより自動的に警

報しその確認を表示する｡

通イ.寺路ほ6対の通信ケーブ

ルを使用し子局は,トラン

ジスタ化されていて,電源

ほ親局から供給される｡手

第20図 NS-1形

信号伝送装置

(9CH実装)
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局は屋外の鉄塔に設置されるため,耐熱耐湿構造となっ

ている｡

(4)NS-1形信号伝送

本装置ほ,既設電話回線に重畳して電信回線を構成

する信号伝送装置で,遠方監視制御を主目的とし,印

刷電信およびディジタルコードなどのパルス伝送に広

く応用できるよう設計された｡使用目的の重要性から

動作ほ特に安定確実で,全トランジスタ化されてい

る｡各方面の応用性から接紋条件は,電圧入川力,接

点入出力のいずれでも可能であり,電源としてほ,一声

備電源の叶こ要な蓄 池とし-24V,-48V,-60Vのい

ずれでも使用できるっ

8.3 無線通信壊

超短波FM無線機は,150Mc帯の40kc,60九Ic苗の

30kcセバレーション方式による新機種系別が,50,25,

10,5,0.3Wなどについてすべて完成し,すでに約60機

種が電波監理局の性能試験に合格している｡

また,無線機のトランジスタ化についても活発な研究

を続けており,短波ウォーキートーキー, .
‥
･受披

30Mc受信機などのトランジスタ化はすでに完成L,150

Mc帯受信機ほ現在製作中である｡

テ レビ中継 雀ほ,3.5Gc,7Gc,11Ge描のSTリ

ンク,フィールピックアップを完成し,甘木テレビ放送

網(NTV),読売テレビ(YTV),北海道放送(HBC),巾

部日本放送(CBC),日本放 協会(.NHK)などに納入し

たほか13Gc苗につl.､ても開発製作中である｡

コニ 川テレビジョンほ,家庭用･受像機をモニターとL

てそのまま利用できる簡易杉を完成した｡

また,超音波を使用した水中探知機(いわゆるソーナ)

を香縫製作した..-

第21図 SEF-5009形

60Mc/FM無裸電話

装置

臥3.1超短波無線機

150Mc指40kcセバレー

ション,60Mc帯30kcセパ

レーションが央施され電波監

理局の技術茶準が制定される

二ととなったため,従 のノ･!‡J

第41巻 第1一片

短波 FM無線機の性能を大幅に向上させた新

60

準形相

種の開発を行い,量産体制に入った｡すなわち

(1)超短波(150Mc,60Mc楷)FM無線機の出力50,

25,10,5,0.3Wの系列を標準化Lた.二.

(2)申載用としてほDC6V用,12V用,48V用の

すべての需要に止こじられる系列化を完成した｡

(3)また,付加装牒としてタクシー無線用および広

報無線恥選択呼出装置に関する 波監理局の技術

が制定されることとなったが,これについても試作実

験を完了して標準化Lた｡

(4)多毒無線機に関してはSEF-301M形160Mc帯

7通話路多重装置を標準化した｡

(5)有綿同線と接統してVHF通信を行う目的の

SEF-5009形(共 交換槻,手動交換機と接続可能),

SEF-5005形(自動交換機と接続)など7機種を開発し

た｡

こわらはいずれも官公げ,電力会社,国鉄,私鉄,

その他に納入さjし 好評のうちに実用されるに至って

いる｡

一例として第21図にSEF-5009形60Mc/FM無線

電話装置の外観写兵をホす(本機は8月に国鉄に納入

され九州地Iくの災害無線用として活躍Lている)｡

8.3.2 トランジスタ応用無線機

無線機のトランジスタ化は33年度に入ってから高周波

用トランジスタの開発に並行して,急速に実用化の段階

iこ入った(｡

軋む製作所においても矩波受信機,短波ウォーキート

ーキー.30Mc一受イ[言機,150Mcウォーキー･トーキーなど

の1､ランジスタ化の試作を完成し製品化の段階にはいっ

た.⊃

その二,:一三について説明を加えると,

り)第22図は30Mc帯携帯用TRS/FM受イ~調登で

トランジスタの9石およびゲルマニウムダイオードを▲

使用して感産は入力3一′′ⅤでS/N20db以上という高

る
ノ｣r

■し

･

-
･ら等､カ度

木機ほパトロール警察官が携行して基地局よりの指

令を受f一言する‖即行二使用される｡

第22図 SER-32形 301･･Ic.げ九1

携帯用TRS受信機

第23図 RTM-81形携帯用

短波TR S送受信機
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第24｢窒1UT(R)T--014形フィー′しド

ピックアップ受信へ､ソド郁

弟25岡 6,000Mc

lj_誹:城巾継製齢

(2)第23図ほ匁え波イF川りJO.25W TRSウォーキー

1､-キーで,受信部ほ仝トランジスタ化Lてありトラ

ンジスタ8才了およびゲルマニウムダイオードを依JIJ

L,感度は入力20dbでS/N20db以上,伏〃那皮Jll

力100血Wが得られている｡

水機は官庁,電力会社,艮閉会社などにおける甘務

通路川に適するものであるL｣

そのほか,150Mc帯高性臆(隠紳m刑‖沌掴附臣裾こ

介致)受イi一言機についても現在製作rl~~】でふり,二の分野

にこねいて‡■-I発な研究._試作を子J:っている′

8.3.3 マイクロ波装置

(1)テレビジョン車酢矧■ン■仁

比問テレビノ..)の抑..)が膝んとなるに了ノこ∵_)て,従来の

テレビジョンIll新チャンネルに川､-1てシ､JJt∴二周f皮数′Jけ‥

でほ不足となり,最刃｣1Gc瑞=㌃よJ-1:うGc仰が追加

された｡l二l立粟作所ではわが卜柏支糾の11Gc榊フィー

ルドピックアツナ製拍■たUT(､R)T O14形を′ノこ成し】†木

テレビ′放送網株 会祉(NTV)に納人什卜現'寺■:に仙川

されている..｡また引続き11(icイil:のSTリンク製〃お

第26図 TIE-2形工業川テレビジョン1日■'た

よび13Gcフィールドピックアップを製作ヰ

である〕なお,l_TT(R)T-014形装;■ソモの概略仕

様は他日クライストロン V154,周波数

10,550､10,700Mc, †.与川ノ｣60mⅥr､でほか

はUT(R)T-011~J桝こ準している._.

(2)広描域†.て-り･中継装花

川波紋5,850､6,425Mcにおし√こ周波数分

冊600通詣路の電話信り･または自∴†二‡テレビジ

ョンす.てり▲1チャンネルを伝送するFM中継磯

が完成Lた.本渠吊ほ電ノ川帥.押さ;とLノてパッ

ケージ形進子バ皮伴61l･･■｢86を川い31＼■Ⅴ)出力を

J†1している〕そのほか,マイクロ波御殿回路

封肌､た送信刷皮変換器など幾多の特ムをそ

なえている

8.3.4 工業用テレビジョン装置

TIE--2形ITV:【一一般の商業受像矧･こカメラ

およびコントローラを付加して第26図のよう

に聞回路テレビジョンを構成し,きわめ~て簡易廉価に

ITV をあらゆる糀狛蘭
_･jl二務i軸こ利川できるよう設詔

され.たもので,すでにスエーデンにも愉州された｡.赤機

の主要部分はテレビジョン机ミ準方式に準拠L-ているの

で,受像機ほrrV 上して依川しノていない時は別闇スイ

ッチによって放送テレビを楽しむこともできる.二

8.3.5 中波放送設備

Jlと近,苓艮問のラジオ放送りで,サービスエリアを,1

拡張するために,電捏戯度の弱し､地域に,小甘力の放送

ノ.tJを.i設ける帆■′■jが瓜,こな--一つ■し:きている.､､

l_トンニ製作所でも,ラジオ叫=のi矧I｢]支.け;ぅの小波放送

一甜備キー_受汗し,さる9り納入した.

~･1く.訓肺は,放送機の川力100Wという′卜揖偵なもので

はふるれ 第27図こ′j二す放送機のほか制御再,スタジ

第27J亘1HTB32 形放送機
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オ設備,非常用電源装置など,放送設欄1式を備えてい

る｢

8,4 電子計算機

数年来開発新明に努めてきた電丁計算機は33年度よう

やく設計,製作の軌道に乗り始めた⊂.汎用アナログ形討

界機については32年度の線形計算部を十≠とする汎用計

算製甜封二つ/J､いて非線形要素およぴ_単能計算機としての

各種シミュレータの製作が大きな特長である｡32年度各

所で好評を･博したWAC301繰返しポータブルアナコン

は33隼ブラツーセルで閃かれた万国博覧余にⅢぷして金牌

を受賞する栄に浴した｡,

8.4.1サーボ計算機

32年度に引続いて,特殊m途に他用される電気的サー

ボメカニズムを~i淋とした各穫の交流サーボ計算機の開

発がぞfわれた_ その小で33年度に完成納入されたものは

動揺修~J巨‖i計算機2機種である｡

この計算機は艦船に熔赦して,苫響操有傾注よび火器

の動描修正を行うための計算機で,シンクロレゾルバー

の拍長を最も良く利mしたレゾルバーコンピュータとい

われるものである｡また香サーボユニットほ小形化さ

れ,電イ･管Jくのブースタ増幅器,サーボ増幅器および真

空管減衰需などほサラダイン式に標準化され,調整,取

り扱いぶよごご保!-#に使利な構造となっている｡その総合

平均洪たは5分前後の値で,海外におけるこの穐計算機

と同1､;以上の性能である｡

臥4.2 アナログ計算機

32ゴ【三i真においてほ主に線形計算部を主体とする汎相計

算装閏の開発が行われたが,33年度ほこれに加えて非線

形要素および甲能計算機としての各種シミュレータの製

品化が大きな特長である_､また32一句二度各所で好評を博し

たWAC301形緑返しポータブルアナコンに続いてF~d訓ミ

線形｢'71ニの乱作さらに低

形の払肘ヒし行われた

度ポータブルアナコンAI.P-1

次にこjLらの主なものにつき略記すると

(1)‡掛虹曲線計算装間

鉄道技術研究所の指導のもとに製作Ll亘1鉄に納入L

たもので,列申の辿転曲線が前もって設定された緑路

条件,運賑譲件により1一一t動的に計算されるもので,列

二車け運転計画の作製,車輌の設計などに大いに役だっ

ものである

甘､‡に矧莫川主の相性を設定するプリパッチ式のサーボ

折税近似任｡･よ函数発生者削ま日立製作所の帽許になるも

ので,設定の容易さi･こおいて特長を発揮している､=.ま

た線路の1､漕己設定にパンチドテープをJ~｢Jい,ディジタ

ルコードをアナログぷ:に変換して入れる装置は自動制

御力面にも応用分野がある｡

三/ゝ

Li岡 第41巻 第1号

(左 計算部本体, 右 記録装置)

第28図 ALP-1形低速度ポータブルアナコソ

第29図;j軍転用l撒註計算装置

第301_蛋 スペースシ
ユレーク
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(2)発電機模擬装置

日立製作所日立研究所および日立工

場の要求で製作したもので発電機系の

伝達函数を模擬して口鋤電庶澗闇

を含む制御系の解析に用いるものであ

る｡カーボンパイルレギュレータ川の

ものと磁気増幅形】二1動電圧調整器川の

ものの2種を製作し.たが,入力,‖_1力

の変換装置も内部に含み非線形を含む

令伝達函数ほ容易に抑しボタン,切換

スイッチポテンショメータなどで任意

に設定でき瞳々の発電機に用いる調整

器の設計,調整に大いに威力を発揮し

ている｡

(3)原子炉シミュレータ

原子炉の動特性を模擬するカイネテ

ィツクリアクタシミュレータ,静特性を

第31巨室l

擬するスペ

ースシミュレータの製品化を行った｡前者は炉の中性

子寂密度の時間的変化を自動的むこ計算するもので,6

個の連発生中性子を模擬する回路を有し炉の制御系を

含む特性の計算が容易にできる｡低速 形のものほ央

時間演算も可能で将来制御系の一部と組合せて使川す

ることもできる｡後者は原子炉内の中性子束密度の分

布状態を計算するための 置であり,偏微分方程式計

算回路からなる｡炉心部の設計や発熱部の熱発生状況

/検討などには中性子束密度を求めておかなければなら

､ないが,これは本装置により簡 に求めることができ

る｡なおこれの航空力学方面への応摘も考えられるこ

･(4)時間遮れ要素とこれに関 する要素

輸技術研究所の御要求により時間遮れ要素を主体

とする一連の演算装閏を特殊漬算部の名前のもとに製

作した｡

従 時間遅れ要素ほ演算 での素要 も困難なものと

されていたが,日二立:製作所中火研究所において開発し

~た純電丁的な方式を採川した〔ノ これは機械的部分がな

くしかも漬算卿幅旨謹を多数必要とすることがない特長

_がある｡また遮れ要素の途中よりい-ぢ･とり川し可能克
ため避妊い亨1路合成器としても似川できる.〕

なお本装間は以_上のほかに叩にサンプリン襲揖の慎

一擬,‡_tl己および相互相関函数の計訊こも佐川でき各種

㈲御系の解析に広川面は広い〔

臥4.3 ディジタル計算機

最近の電子工学の発達の結果,絹業l√l(J採算を 入に慮

れたディジタル計算機の生産が可能となり,科学計算肌

事務処理丁目あるいは座席イ約装苗などのごとき実11寺問に

_おける管理業務用として用いられるに至っている｡.また
その動作の速いこと,正確さならびに経済性と相まって

HIPAC-1形パラメトロソ電子計算機(試作機)

要ほ急灘に増大しつつあり,応用分野としては,工作

機械などの数植制御あるいはオー1､メーションシステム

への適用も次第に行われつつある｡

ディジタル計算機における論理漬算用回路素子として

∧
.
ト
｢
一望

一■.ヽノ
ト
ン

よ パラメトロン,ダイオードあるいほトランジ

スタなどがあるが,赦近は真空管を主にするものほあま

F)かえりみられない傾向カミある｡その理由としては,消

費電力の大なること,比較的事故の多いこと,保守のや

っかいなることなどがあげられよう｡もちろんリレー計

算機は古典的興味をとどめる.にすぎない｡.

1]立製作所においては以前よりパラメ1トロン計算機の

研究を行い,HIPAC･--1をすでに完成し,各種の技術計

二掛こ仙川して十分な成果を得つつある｡HIPAC-101声

この装紹に焼準商一品としてさらに改良を加えたものであ

F).に場で生産されつつある｡本機は昭和34年度におい

て,ヨーロッパで開かれる情報処理に関する国際専門家

際㌧晶

｣
.
ヽ

/
エ し,世与一子の代 的電子 1一策機に伍して陳列が予

足されている

またトランジス外計算機としてほHITAC-301が製作

されつつある｡前記HIPAC-101が技術計算を主目標と

する2進計算機であるのに対し,本機ほ事務用としても

特に低利なるよう設計された記憶容も三二もかなり大きな10

進計算機である.｣トランジスタ計算機に関してはさきに

電気試憾所において ETL-MkI＼- が開発され実用に供

されているが,HIPAC-301は電気試紋所の指やを得て

さらにその改良を行ったものである｡木機はまた1語の

小に命令2を入れたいわゆるペアードオーダーシステム

を採川しており,実質的に演算時間を短縮し,記憶容疑

を肝大してJ-‖いることが可能であるこ.このほか,オーバ

ーフローの倹fliを行うことができること,入f_ti力装置を

日時に働かせ,漬貸せ行いながら汁りJを独立に取り出す
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第3表 HIPACrlOlおよびHITAC-301の主要性能

第1-け

数値語

文字対
数値比

HIPAC

lOl

HITAC

301

記 憶 某

方 式

磁気ドラム

2対1 磁気ドラム

イクテ
ノ

=り

二
｣
‖
ノ

バ
チ
あ

2,000託

平均待時間

3.5ms

3ms

タ イ･ノクアク

ーセスノモリに

おける待時間
は 0.61TIS

ことができること,パンチドカードをテープとJ甘様に似

川しうることなどの多くの特色をイi▲する装琵空である.｡も

ちろん一台の計算機に数多くの入汁けJ装｢㌣-:を接続するこ

とが可能である｡

これらのほか閂理~業務に川いられる隠店子約装拝l仁を一製

作しているし｣垂席予約装7■ゝ■こほ各地iこおける切符印ようl己窓l~l

より一台の電子計算機を了iilj御して,列串あるいはチ腫子｣二機

などの空席の有無をしらべ,望怖の販売あるいはすでに

予約した座席の板消二業務を行いうるもので,いカゝなる混

雑時といえどもきわめてすみやかに了㈲上1甘消長るいほ

照会の 務を処理しうるとともに,正確かつ操作のきわ

めて簡単なことが木 ある｡本機種の朋党に僕1

しては国鉄技術研究所日動制御研究室の技術的描増に拾

うところが大である′ な_団重席の了麿に闇しては,小l勺

位置あるいほ単軸の指定などは乗客の好みに応ずること

が可能であるっ またこの柁の合力L】軸､らいjロー封二一子手の計

算機を使用してそれぞれ晰暦せうる失時間計算機に閲し

てi･よ,蛸に満 のディジタル情灘胞通報㌫墨汁数求さかる

場合もあり,この鳥封''■l:も卜1卜倹.-け申であるノニわ_らの製

帯ほすべてトランジスタぶよごごダイオードを主一打椚成部

品とし,心憶襲眉とt/て(よノJ奪い二磁気バラムな仙川して

いる｡特にメッキにエる∫鎗JJHイこを依=1_た寸評′用日銀気ド

ラムは電々公封1~に;くj_肌用l二究所の非往封ニュり冊発なチト1

日立製作所のエ業所有権増減表

日立製作斬所用,情iさ′i:椎,ノ三川新案j･fL 吉原十れ 商標

杜の昭和32年10月より昭和33隼9J]~右まてぺlて卜】吊の1~r】1

減は下表のと｣づりである

′
.
ノ
/
､

と主要郎‡素子1

パラメトロン

約4,000

トランジスタ

約800

ダイオード

約10,000

､l二均演主旨時iiり

加】 減

約4ms

約3.5ms

･〔…皇孟真鶴三j･

乗除算

･甘小知小l乗除

入出力装置

勺8ms べ｢ジプリンタ

勺 ■ フォーリーダ
60ms毒テープ穿孔機

約10nlS フレキソライタ

;フォ1､リー〆
■

カードリーブ
!ヵードパンチャー

弟32図 低速ノこ容遣磁気ドラム

消費電力

約
5kVA

約5001V

ているもので,制御い-シナ電力の′J＼なる瓜に署しい特色を

イj●する｡

第3表にHIPAC-101:T3よびHITAC-301の主要性

能を_ホす-.

そのほかディジタル計算機の応用についてほ将来斧祁

のものが考えられるが廿~卜34年3月機械試験所に納入を

二J;定しているフライス盤 廿1_打製作所川崎⊥場製-)の三

次-ノ亡数値制御機の電子頭脳部について製作叶で嘉一予とし

てトランジスタを使川している

日立製作所所有外国特許権,

商標権について

lト.L製†′ト所が昭和33一半9=人11現在所有Lている外

国帖許桁,商標杜はJ､このとおりである.｡

‡
｣
､
.

■.｣舟
∵
]

昭9
｢一川川_｢川今

特 許 権

実用薪ノ条稚

意 匠 権

商 標 怖

｣~喜~l

1,524

j,179

179

246

3二10

779

107

7i

6,4コS l,297

当肌隼封帖叛服鋸
11′1 = 226 1,750

246 ･5ヨ3 5,012

1 -105 285

50 21 2t汀

jll ′ 郎6 7,3l-l

68

特:詔二枠 10什

商 標三倍 85件

ン'ノくリ カ,イギリス,ノ∴■Lギー..)

エジプト,7ルービンテンJ和広
チリ

-,ペルー,シンガホ【/レ

タイ,メキシコ,ブラジノン,′

り 力,カナダ,べ不ズェラ,

ビ1/て,イラン,シリア,イ ン

ドネシ7,イラク,パキスタン,

し香港,台湾など

)




